
富士北麓分室の看板を設置する横内知事

世界遺産登録

ユネスコ世界遺産委員会
審議

ICOMOS（国際記念物遺跡会議）
現地調査

登録推薦

推薦書素案の作成

暫定リスト登載

暫定リスト素案の作成

今
後
の
取
り
組
み

　
県
で
は
、
政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
す
る

推
薦
書
の
素
案
づ
く
り
に
向
け
た
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
富

士
山
が
人
類
共
通
の
財
産
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
そ

の
価
値
を
余
す
こ
と
な
く
伝
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
富
士
山
に
関
連
す
る

史
跡
や
建
造
物
、
景
観
な
ど
、
多
く
の
資
産

の
中
か
ら
、
富
士
山
の
普
遍
的
価
値
を
顕
著

に
表
す
も
の
を
、
登
録
資
産
（
コ
ア
資
産
）

と
し
て
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨
年

度
か
ら
、
学
術
委
員
会
を
山
梨
、
静
岡
両
県

に
設
置
し
、
地
元
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら

富
士
山
の
文
化
的
価
値
の
掘
り
起
こ
し
や
分

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
資
産
を
保
護
す
る
た
め
に
、

資
産
の
周
辺
に
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー

ン
）
を
設
定
す
る
な
ど
、
富
士
山
の
価
値
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
仕
組
み
や
方
策
も
定
め

て
い
き
ま
す
。

　
富
士
山
の
雄
大
な
自
然
や
秀
麗
な
姿
、
文

化
的
な
価
値
に
つ
い
て
一
層
の
関
心
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

世界遺産

世界遺産とは、人類全体の貴重なかけがえの

ない財産として、ユネスコの世界遺産リストに登

載されるものです。世界遺産には、文化遺産、自

然遺産、複合遺産（文化・自然両方の要件を満

たす物件）の3種類があります。平成18年7月現

在の登録件数は、138カ国830件となっており、

文化遺産は644件、自然遺産は162件、複合遺

産が24件となっています。

官民一体となって取り組む

ための募金活動

山梨県と富士吉田市、身延町、西桂町、忍野村、

山中湖村、鳴沢村、富士河口湖町は、「富士山

世界文化遺産登録」山梨県推進募金会を設

置しました。企業訪問や上記市町村役場など

に設置した募金箱により募金活動を行い、県内

外の法人や一般の皆さんから広く寄附金を募り、

学術的な調査や広報活動など登録に必要な経

費に充てることとしています。多くの皆さんのご

協力をお願いいたします。

富士山の世界文化遺産
登録を推進

富
士
山
の
文
化
的
価
値

　
暫
定
リ
ス
ト
登
載
に
あ
た

り
、「
富
士
山
は
一
国
の
文
化

の
基
層
を
成
す『
名
山
』と
し

て
世
界
的
に
著
名
で
あ
り
、

日
本
の
最
高
峰
を
誇
る
秀
麗

な
成
層
火
山
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、信
仰
と
芸
術
・
文
学
の

諸
活
動
に
関
連
す
る
文
化
的

景
観
と
し
て
、
顕
著
な
普
遍

的
価
値
を
持
つ
可
能
性
は
高

い
」
と
い
う
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　
文
化
的
景
観
と
は
、
人
類

と
自
然
が
関
わ
る
中
で
作
ら

れ
て
き
た
景
観
、「
自
然
と
人

間
の
共
同
作
品
」
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。富
士
山
は
、ま
さ

に
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

�
　「
信
仰
の
山
」　
富
士
山

　
古
来
、人
々
は
、そ
の
崇
高

な
存
在
感
か
ら
、
富
士
山
に

神
聖
さ
や
壮
大
な
美
を
感
じ

て
き
ま
し
た
。古
く
は
、平
安

時
代
初
期
に
、
噴
火
を
鎮
め

る
た
め「
浅
間
神
社
」が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、平
安

時
代
後
期
に
は
、
修
験
者
た

ち
が
登
拝（
信
仰
登
山
）す
る

よ
う
に
な
り
、
室
町
時
代
に

は
一
般
の
人
々
が
登
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代

中
期
に
な
る
と
関
東
を
中
心

に
「
富
士
講
」（
富
士
山
信
仰

を
背
景
に
成
立
し
た
民
衆
宗

教
の
ひ
と
つ
）が
盛
ん
に
な
り
、

信
者
た
ち
の
登
拝
が
盛
ん
に

行
わ
れ
ま
し
た
。富
士
登
拝
は
、

俗
界
と
聖
な
る
場
所
を
往
復

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

世
の
罪
と
け
が
れ
を
消
す
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

登
山
道
に
は
、鳥
居
や
祠
、富

士
講
が
建
て
た
石
碑
な
ど
が

残
り
、
富
士
山
に
対
す
る
信

仰
の
厚
さ
を
し
の
ば
せ
て
い

ま
す
。

　「
芸
術
の
山
」　
富
士
山

　
富
士
山
は
、
古
く
か
ら
芸

術
作
品
を
生
み
出
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
最
古
の
歌
集
で

あ
る
「
万
葉
集
」
を
は
じ
め
、

和
歌
や
松
尾
芭
蕉
、
与
謝
蕪

村
の
俳
句
な
ど
多
く
の
詩
歌

の
題
材
と
な
っ
て
き
た
ほ
か
、

平
安
時
代
後
期
に
制
作
さ
れ

た「
聖
徳
太
子
絵
伝
」な
ど
多

く
の
絵
画
作
品
で
も
描
か
れ

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
　
飾

北
斎
や
歌
川
広
重
な
ど
に
よ

る
多
く
の
浮
世
絵
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
望
む
富

士
山
の
姿
が
活
写
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
富
士
山
は
、自

然
崇
拝
に
始
ま
り
、仏
教
や
修

験
道
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

日
本
人
の
信
仰
活
動
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
場
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。同
時
に
、芸
術

意
欲
を
駆
り
立
て
る
母
体
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
自
然
と
人
間
の
独
特
の

関
係
を
築
き
上
げ
て
き
た

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し

て
、
今
日
も
生
き
続
け
て
い

る
稀
有
な
文
化
的
景
観
な
の

で
す
。

C o l u m n

世界文化遺産に関する

お問い合わせは

企画部世界遺産推進課

電話　０５５－２２３－１３16

　　　　　（ふじさん－いさんとうろく）

富士北麓分室

電話　０５５５－７２－４１３２

　6月にニュージーランドで開催されたユネスコ世界遺産委員会

において、「富士山」を世界文化遺産「暫定リスト」へ登載したこと

が報告されました。

　このことにより、「富士山」の世界文化遺産登録に向けた第一歩

が踏み出されたことになります。

　県では今年度、世界遺産推進課を新設し、登録に向けた推進体制

を強化するとともに、4月25日には地域における拠点として、県立

富士ビジターセンター内に世界遺産推進課富士北麓分室を設置し、

地元市町村との連携を図りながら、地域の皆さんの世界遺産に関

する身近な相談に応じたり、さまざまな普及活動を行っています。
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fureai 15＿ fureai14＿

世
界
遺
産
登
録

ま
で
の
流
れ

I n f o r m a t i o n


